　ツンデレ会長　　　　　　

二階堂恭平
　笹原完士が朝、爽やかな朝日を受け目を覚めますと、隣に一匹の巨大な芋虫……ではなく、何故か寝袋に包まれて安らかな寝息を立てる現代視覚文化研究会二代目会長、斑目晴信が居た。

「………」

その状況が飲み込めずに、あまりにも安らか過ぎるその寝顔を凝視する笹原の視線を感じたのか、斑目もゆっくりと目を開けると、眠そうな目のままこちらを見た。

「…よう」

「お、はようございます」

思わずつられて挨拶を返してしまう。その挨拶を返した顔があまりにも微妙だったのか、斑目は寝袋の中から不機嫌そうな視線を返してきた。

「…何か文句でもあるのか？」

文句なぞ有りすぎだ。なぜ自分寝床の隣で、しかも御丁寧に寝袋にくるまって彼がいることが理解出来ない。

「いや、文句なんてないですが…」

嫌みの一つも言おうとしたのだが、次に自分の口から出たのは何故か自分でも予想のつかない言葉だった。

「あんまり班目さんの寝顔が可愛いので見とれてました」

「……」

「……」

気まずい沈黙。

「…なんだよ、それ」

「眼鏡をかけてない班目さんも、いいですね。萌ます」

なんとか状況をフォローしようと努力して逆につっ走っているのが自分でもわかる。いつもそうだ。恋愛ゲームでもいつもこのパターンでバッド・エンドを迎えてしまう。

「お前馬鹿か？　口説いてるのか？それ」

班目は何故か頬を赤くし、照れた様に再び寝袋にぐりこんでしまった。その姿が本気で可愛らしく、自分の顔も紅潮していくのがわかる。…この人はなんて可愛いんだろう。

「班目さん!!」

おもわず寝袋越しに抱きついてしまう。

「うお！　な、何すんだお前！」

「班目さんカワイすぎなんですよ！　俺もう我慢出来ません！」

「何が我慢できねーんだよふざけんな！」

そのとき隣の部屋から声がかかってきた。どもりがちな、この独特の声は久我山の声だ。

「お、おーい。お起きたなら、そろそろ手伝ってくれよ～」

その時笹原は全てを思い出した。そうだ今は夏コミに向けて、なんとしても会長本を間に合わせる為に久我山邸に泊まり込んでの
